宮城県老人福祉施設協議会
 　令和８年度「管理・監督者研修Ⅱ」実施要項　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．目　　　的　　特別養護老人ホームに勤務する介護職・看護職のリーダー・主任がケア管理教育プログラム
　　　　　　　　　による研修を通して、ケア管理能力を身に付けることを目的に実施する。
２．主　　　催　　宮城県老人福祉施設協議会（担当：研修委員会）　
　
３．受講対象者　　本会会員施設・事業所に勤務する介護職・看護職のリーダー・主任
　　　　　　　　　
４．受講の方法　　第１回から第８回までの全課程を受講すること
　　　　　　　　　受講者には、「高齢者ケア施設におけるケア管理能力自己評価票」を提出していただきます。
５．定　　　員　　１０名（概ね、介護職員５名・看護職員５名）　　　　
６．受  講  料  　無  料　
７．実施日時・研修内容（第１回～第５回は「Web研修」、第６回～第８回は「集合研修」）　　　
	回
	実 施 日 時
	研 　修 　内 　容

	第１回
（ケア管理①）
	令和8年　5月　8日（金）
13：00 ～ 16：00

　　　　　　　
	１．ケア管理とケア管理能力について
２．情報管理について
［本日の目標］
①ケア管理の重要性について説明できる 

②ケア管理能力を理解し、活用について考えることができる

③情報管理:情報を正しく安全に利用するための方法を説明できる

④情報管理：情報セキュリティー被害について理解し、対策について考
えることができる

	第２回
（ケア管理②）
	令和8年　5月22日（金）
13：00 ～ 16：00
　　　　　　
	３．リスク管理について
４．暮らしの継続について
［本日の目標］
①特養におけるリスクおよびリスク管理（マネジメント）とその重要性に
ついて説明できる 

②自己のリスク管理に関するケア管理上の課題を考えることができる

③体制整備の意味を説明できる 

④特養における暮らしについて改めて考えることができる

⑤「暮らしの継続を保障する体制を整備する能力」に関するケア管理上の
課題を考えることができる

	第３回
（ケア管理③）
	令和8年　5月２9日（金）
13：00 ～ 16：00
　　　　　　　
	５．最期の看取りについて
６．倫理的感受性について
［本日の目標］
①「看取りの体制を整備する能力」の内容を理解することできる

②「看取りの体制を整備する」ために、倫理と倫理的感受性を理解し、そ
の重要性を説明できる 

③「看取りの体制を整備する」ために、最期の看取りに関する知識につい
て確認できる 

④ 「看取りの体制を整備する能力」に関するケア管理上の課題を考える
ことができる

	第４回
（ケア管理④）
	令和8年　6月12日（金）
13：00 ～ 16：00
　　　　　　　
	７．自己研修について
８．リフレクションについて
［本日の目標］
①「職員の自己研鑽への体制を整備する能力」の内容を理解することで
きる 

②「職員の自己研鑽への体制を整備する」ために、リフレクションの概念
を理解し、その重要性を説明できる

③心身の健康に関する知識を理解し、活用方法を検討できる

④「職員の自己研鑽への体制を整備する能力」に関するケア管理上の課
題を考えることができる

	第５回
（ケア管理⑤）
	令和8年　6月1９日（金）
13：00 ～ 16：00


	９．マネジメントについて
10．職員満足への体制整備、特養の機能発揮への体制整備について 

11．IPW、チームビルディング、コンフリクトについて

12．施設で取り組む自己の課題について
［本日の目標］
①マネジメントについて理解することができ

②「ケアマネジメント向上に取り組む能力」の内容を理解することできる

③「職員満足への体制を整備する能力」 「特養の機能発揮への体制を整
備する能力」の内容を確認できる

④ＩＰＷ、チームビルディング、コンフリクトに関する知識を知り、活用方
法を検討できる

⑤施設で取り組む自己の課題について考えることができる

	第６回
（ケア管理⑥）
	令和8年  8月28日（金）
13：00 ～ 16：00

会場：仙台市戦災復興記念館
地階「展示ホール」
	13．自己評価の振り返りと自己の取り組み課題の明確化
［本日の目標］
①「ケア管理能力自己評価票」を再度自己評価、前回の自己評価と比較し

て、 点数が変化している項目について、その理由を考え表現すること
ができる。 

②施設で取り組む自己の課題について、他者に伝わるように発表できる
③他受講者の発表について、 

・この課題は自己や自分の現場にも共通しているか？ 

・目標設定や計画の立て方に学びがあるか？ 

・目標や計画は実施可能か

 ・「より評価しやすい目標、より具体的な計画」を意識して聴きくことができる 

④他受講者の発表について、３つ以上、質問できる

⑤自己の課題について、実行可能な計画に加筆・修正できる

	第７回
（ケア管理⑦）
	令和8年１0月30日（金）
13：00 ～ 16：00

＊会場：未　定
（決まり次第お知らせします。）
	14．中間報告会
　　
［本日の目標］
①課題と取り組み内容の現状等について報告・共有
②より良い内容の検討

	第８回
（ケア管理⑧）
	令和9年　１月２2日（金）
13：00 ～ 16：00

　　
会場：仙台市戦災復興記念館
地階「展示ホール」
	15．取り組み内容の発表、まとめ
　　
［本日の目標］
①課題への取り組み内容の発表
②参加者の取り組みへの感想、今後の課題をディスカッション


８．講　　師　　　　宮城大学 看護学群 老年看護学領域　准教授  沢田 淳子  氏
９．受講申込み
（１）申込方法　　　別添の「受講申込書」により、ＦＡＸ（添書不要）でお申し込みください。　　
（２）申込締切　　　令和８年４月１７日（金）　＊定員になり次第、締め切ります。
（３）申 込 先　　　宮城県老人福祉施設協議会事務局　　FAX：022-302-7233
10．その他　　　　
（１）「高齢者ケア施設におけるケア管理能力自己評価票」　
・受講者は全員、令和8年４月２４日（金）までに、メールでご提出ください。
E-mail：m.rousikyou@bz01.plala.or.jp
（２）昼　　食　　昼食は、ご自分で用意してください。　
（３）交通案内　　仙台市戦災復興記念館（仙台市青葉区大町2-12-1）　  
〇駐車場：会場には駐車場がありませんので、近隣の有料駐車場をご利用ください。
〇地下鉄：仙台駅から東西線八木山動物公園行きで３分、大町西公園駅で下車。徒歩６分。
　　　　　　
